
6
月
補
正
額
は
全
会
計
合
わ
せ
て
、

7
億
8
千
万
円

　
当
初
予
算
は
新
規
事
業
を
計
上
し
な
い「
骨

格
予
算
」
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
29
年
度
６

月
補
正
予
算
は
、新
規
事
業
を
追
加
し
た
「
肉

付
け
予
算
」
と
し
て
い
ま
す
。

予
算
規
模

主
な
事
業

補正前予算額 補正額 補正後予算額

一 般 会 計 124億1,669万9千円 7億5,215万4千円 131億6,885万3千円

国民健康保険事業 25億9,017万4千円 61万4千円 25億9,078万8千円

簡 易 水 道 事 業 3億5,820万6千円 688万6千円 3億6,509万2千円

公共下水道事業 5億9,533万3千円 1,115万7千円 6億649万円

集 落 排 水 事 業 3億1,967万5千円 978万7千円 3億2,946万2千円

土地区画整理事業 6,654万1千円 14万5千円 6,668万6千円

（注）6月補正予算が無い会計は掲載していません。

収　入 支　出

越前さんちの家計簿
ここでは、越前町一般会計（6月補正予算までの総額）を、
1000分の1で置き換えて、家計簿のように表しています。

①収入	 218万円
・町税（町民税や固定資産税など、みなさんが納めた税金）

①生活費	 597万円
・人件費（各種委員の報酬や職員給与に必要なお金）
・物件費（施設の管理や事業の委託などに必要なお金）
・補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し	 47万円
・	繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩し）

③借金の返済金	 126万円
・公債費（町債の元金及び利子の支払いに必要なお金）

⑤修繕費	 13万円
・維持補修費（施設の修繕に必要なお金）

⑦貯金	 15万円
・積立金（将来のために基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金	 4万円
・貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

⑨予備	 1万円
・予備費

④前年度の残金	 40万円
・繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の増築や家財などの購入費	 248万円
・普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や大
規模な設備の購入に必要なお金）
・災害復旧費（被災した施設の復旧に必要なお金）

小計（A）　※自主財源	 379万円

小計（B）　※依存財源	 938万円

収入合計	（A）＋（B）	 1,317万円 支出合計	 1,317万円

②財産・臨時収入	 74万円
・使用料（町の施設や設備の利用料など）
・負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
・財産収入（町の土地などの売却代金）
・寄附金（個人や団体から寄付されるお金）

②医療費	 181万円
・扶助費（子どもや高齢者､ 障がい者の福祉などに必要なお金）

⑤支援金	 764万円
・地方交付税（財源不足に対して国から交付されるお金）
・国 ･県からの補助金（法律などに基づく交付金や事業
の実施に対する補助金）

⑥子どもへの仕送り	 132万円
・繰出金（特別会計や事業会計の事業のために支出されるお金）

⑥借金	 174万円
・町債（銀行などからの借金）

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

人
に
対
し
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

町
内
事
業
者
に
対
し
、
就
職
説
明
会
な
ど
へ

参
加
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

﹇
２
０
８
万
４
千
円
﹈

●
観
光
産
業
の
活
性
化

　
観
光
客
の
快
適
な
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
に
あ
る
コ
テ
ー
ジ
な
ど
の

空
調
設
備
の
改
修
や
給
水
設
備
の
整
備
を
行

い
ま
す
。	

﹇
７
９
０
万
円
﹈

●
特
産
品
・
越
前
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
向
上

　

４
月
28
日
に
日
本
六
古
窯
（
越
前
焼
）
が

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
日

本
六
古
窯
サ
ミ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
催
事
を

行
い
、
越
前
焼
の
魅
力
を
効
果
的
・
戦
略
的
に

発
信
し
ま
す
。	

﹇
１
，８
６
６
万
３
千
円
﹈

●
財
政
の
健
全
運
営

　

民
間
企
業
が
用
い
る
資
産
情
報
や
経
営
コ

ス
ト
な
ど
を
示
し
た
財
務
書
類
の
作
成
方
法

を
町
で
も
取
り
入
れ
、
平
成
28
年
度
決
算
か

ら
全
国
の
地
方
公
共
団
体
と
同
じ
基
準
で
財

務
書
類
を
作
成
し
ま
す
。﹇

４
１
１
万
６
千
円
﹈

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

●
道
路
網
の
整
備

　

国
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、
町
道
の
改
良

や
補
修
、
橋
の
点
検
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

光
ヶ
丘
大
橋
を
長
寿
命
化
す
る
た
め
の
補
修

（
塗
装
）
を
行
い
ま
す
。﹇

３
億
１
０
０
万
円
﹈

●
総
合
的
な
空
き
家
対
策
の
推
進

　

越
前
町
空
き
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、

老
朽
危
険
空
き
家
に
対
す
る
自
主
的
な
管
理

の
指
導
や
除
却
を
支
援
し
ま
す
。

﹇
２
，４
０
２
万
６
千
円
﹈

●
子
育
て
支
援
の
充
実

　

織
田
児
童
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

現
在
の
織
田
保
育
所
の
敷
地
内
に
児
童
館
を

新
築
す
る
工
事
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

﹇
１
５
９
万
４
千
円
﹈

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

町
民
が
健
康
づ
く
り
の
目
標
を
立
て
、
運

動
の
実
践
や
健
康
診
断
の
受
診
に
よ
る
達
成

度
合
い
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る「
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」（
え
ち
ぜ
ん
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
）を
導
入
し
ま
す
。
達
成
者
に
は

記
念
品
を
贈
呈
し
、
健
康
な
生
活
へ
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
後
押
し
し
ま
す
。

﹇
１
６
１
万
５
千
円
﹈

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

平
成
30
年
に
開
か
れ
る
「
福
井
し
あ
わ
せ

元
気
国
体
」
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
合
わ
せ
、

ホ
ッ
ケ
ー
場
の
人
工
芝
張
替
え
工
事
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
大
会
運
営
や
観
戦
環
境
の
充

実
の
た
め
、
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
管
理
棟
の
防

水
工
事
や
屋
外
ト
イ
レ
、
駐
車
場
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

﹇
１
億
９
，７
３
１
万
２
千
円
﹈

●
学
校
教
育
環
境
の
充
実

　

情
報
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
糸
生
小
学

校
、
四
ヶ
浦
小
学
校
、
城
崎
小
学
校
に
あ
る

パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。

 ﹇
５
，７
１
３
万
円
﹈

●
農
業
の
振
興

　

農
業
生
産
性
の
向
上
や
農
業
経
営
の
安
定

化
を
目
指
し
、
農
道
の
舗
装
、
用
排
水
路
の

改
修
、
暗
き
ょ
排
水
を
整
備
し
ま
す
。

﹇
６
，３
５
７
万
４
千
円
﹈

●
水
産
業
の
振
興

　

越
波
に
よ
る
漁
港
設
備
や
民
家
へ
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
白
浜
（
城
崎
）
漁
港
の
護
岸

を
か
さ
上
げ
す
る
た
め
の
設
計
と
工
事
を
行

い
ま
す
。	

﹇
３
，２
０
０
万
円
﹈

●
雇
用
機
会
創
出
と
就
労
環
境
整
備

　

就
職
に
よ
る
人
口
減
少
を
抑
え
る
た
め
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
し
た
人
や
地
元
大
学
な
ど

を
卒
業
し
、
町
内
に
住
み
な
が
ら
就
職
し
た

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

人
と
仕
事
の
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
個
性
を
活
か
し

交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な
健
全
行
財
政
の

ま
ち
づ
く
り

光ヶ丘大橋

老朽化した用水路を改修

人工芝の張替え工事が進む越前町人工芝ホッケー場

健康づくり出前講座

快
適
で
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
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